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１．はじめに 

侵害訴訟の提起後に特許クレームの過誤が訂正された場合、その過誤がプロセキューション履

歴に鑑み明らかなものであっても、係争特許の運命は、特許権者にとって厳しいものとなります。 

 

このことは、2014年 7月 11日に判決が下された H-W Technology, L.C. v. Overstock.com, Inc. 

(Fed. Cir. 2014) において明らかにされました。このケースにおいて、CAFCは、侵害訴訟の提

起後に、係争特許のクレーム発明の一つに対して過誤の訂正を行った場合、当該クレーム発明が

どのように解釈されるかについて明らかにしました。 

 

また、方法の特徴を装置クレームに含めることの是非についても、本件において明らかにされ

ました。 
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